

























Victoria and Albert Museum The Dress Col巴ction
Mus白 dela Mode et du Costume palais Galhera 




特に，ヴイクト リア・アンド ・アルパー ト美術館では，写真撮影を許可していただき，資料
収集を行なうことができたので，衣裳博物館として紹介の意味もふくめて，重点的に報告した
い。（帰国後，調査し確認した点も加えて行なう）




ロン ドンのサウスケンジントンに位置する，ヴィ クトリア・アン ド・アルパー卜美術館（以
下， V&A美術館という）は， 1909年に一般公開された。それ以前の1852年，ヴィクトリア
































































































2）マン ト 1840年一45年頃 （写真6・7)
写真6 マント （1840～45年頃）
写真7 マント裾の部分

































































ピエール・パルマンは， 1914年フランスに生まれ， ’32年にパリにて， 最初は建築を学んだ
写真1 Worth 1898年の作品























示されている。 特に20世紀初頭の婦人服は点数も多く，その形態 （デザイン），素材， 技法の
見事なこの逸品は，現在のパリが常にファッショ ン界の台頭であることを予想させるような，
優雅な作品群である。写真11にみられるオーククチュール第1号のワース（ Worth ）の作品








































写真18 生地売場 写真19 生地売場にて （井上さん Reine店の方と）














150 泉山 ：ロンドン ・パリの衣裳博物館研修
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